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駿 

豊作を願っ　て　（水稲の直播風景）

人のうこき（籍誌号）
人　口1，0600人（－36）膏議

曇∴言霊：＝講韓摺
世招致　2，899声（－48）…の長．　日日千

（）内は　前月　比

6月のこよみ

6
月
を
水
無
月
と

水
無
月
（
み
な
づ
き
）

農
郡
を
皆
な
し
っ
く
し
た
月
と
い
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交通規制のお知らせ
6月1日から下図の×印の区間が新たに駐車禁止となりまし

たのでお知らせいたします。なお、駐車遜反の反則金は5，000

円で、1点の点数がつきます。

「＼叫生／／ 

†圏　点 　　露ゆ 　　センター 

⑭⑤　，航虚3号鎖 � 

、－－ 

直垂亘］ 

帥寵登録証（手帳）は重要な書類です。紛失しないように注意しましょう

み
ん
な
の
願
い
　
交
通
安
全

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

交
通
安
全
教
室

5
月
2
5
日
、
遠
質
中
央
幼
稚
園
で
は

折
尾
謡
察
薯
の
指
鶉
で
、
園
児
と
お
母

さ
ん
の
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。
正
し
い
道
雌
横
断
の
方
法
や
、
信

号
機
の
正
し
い
見
方
等
を
、
特
設
の
信

号
機
や
横
断
歩
道
を
使
っ
て
練
習
し
ま

し
た
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
実
際

と
な
る
と
、
と
ま
ど
う
お
母
さ
ん
万
も

あ
り
、
有
慈
義
な
1
日
で
し
た
。
皆
さ

ん
も
園
児
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
交
通
ル

ー
ル
を
正
し
く
守
っ
て
、
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

夏
に
向
っ
て

早
寝
早
起
き
の
す
ず
め

襲
パ
テ
予
防
に
は
、
睡
眠
を
た
っ
ぷ

り
と
る
こ
と
、
栄
養
に
檀
ん
だ
食
事
を

と
っ
て
不
摂
生
を
し
な
い
こ
と
が
大
前

提
で
す
が
、
も
う
一
つ
お
す
す
め
し
た

い
の
は
単
波
申
起
き
。

た
だ
申
起
き
す
る
だ
け
で
な
く
、
朝

食
綱
に
鋭
い
体
操
や
散
華
、
庭
の
手
入

れ
な
ど
を
す
れ
ば
、
適
度
の
ハ
ラ
こ
な

し
と
な
り
、
食
部
も
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
し
、
体
力
を
つ
け
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
余
裕
を
も
っ
て

出
勤
で
き
、
仕
郭
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は

頭
も
ス
ッ
キ
リ
。
申
趣
き
す
れ
ば
自
然

と
早
く
授
る
よ
う
に
な
り
、
睡
眠
も
充

分
に
と
れ
て
心
身
と
も
に
充
実
。
憂
パ

テ
の
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

食
中
毒
に
ご
注
意

食
中
誌
と
は
、
細
菌
や
悪
い
物
質
の

薄
い
て
い
ろ
食
品
を
食
べ
て
起
こ
る
病

気
で
す
。
食
中
毒
の
予
防
3
原
則
は
、

▼
清
潔
∴
調
理
の
時
に
よ
く
手
を
洗
う

こ
と
。
食
器
、
ふ
き
ん
や
調
理
器
具

を
熱
湯
や
日
光
で
消
琵
す
る
。
指
に

髄
や
お
で
き
の
あ
る
人
は
、
調
理
を

さ
げ
ろ
。
食
品
が
、
ネ
ズ
ミ
や
コ
キ

ブ
リ
な
ど
の
害
虫
に
汚
染
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
保
存
に
注
意
す
る
。

▼
迅
速
　
生
の
食
品
は
で
き
ろ
だ
け
早

く
調
理
し
、
早
く
食
べ
る
。
食
べ
残

し
た
も
の
は
捨
て
ろ
。

▼
加
勲
冷
却
　
菌
は
熱
に
た
い
へ
ん
弱

い
の
で
、
杓
度
C
以
上
で
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
冷
却
し
た
場
合
菌

は
死
に
ま
せ
ん
が
、
5
度
C
以
下
の

温
投
で
、
繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ます。

出
発
の
合
図
は
？

自
転
車
乗
り
方
教
室

⑮
サ
ド
ル
に
す
わ
っ
で
両
足
が
地
面
に

つ
き
ま
す
か

㊨
前
後
の
ブ
レ
ー
キ
は
よ
く
き
き
ま
す

⑩
ハ
ン
ド
ル
や
サ
ド
ル
が
グ
ラ
グ
ラ
し

て
い
ま
せ
ん
か

㊨
ベ
ル
は
鳴
り
ま
す
か

㊥
チ
ェ
ー
ン
は
ゆ
る
ん
で
い
ま
せ
ん
か

時
お
り
窃
雨
の
降
る
5
月
務
田
、
こ

ん
な
始
業
点
検
か
ら
思
円
小
学
校
で
の

自
転
揮
乗
り
方
教
室
は
始
ま
り
ま
し

た
。
家
か
ら
各
自
乗
っ
て
来
た
自
転
垂

も
、
身
体
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、
悲
傭

不
良
の
も
の
は
こ
の
始
業
点
検
で
ま
ず

失
格
。
合
格
し
た
自
転
軍
だ
け
が
実
際

の
乗
車
練
習
に
参
加
で
き
る
の
で
す
。

ま
ず
発
車
、
停
車
、
左
右
に
曲
る
時

の
合
図
を
教
わ
っ
て
か
ら
、
い
ざ
出

発
、
上
手
な
坐
徒
に
は
拍
手
が
わ
い
た

り
ま
ち
か
っ
た
生
徒
に
は
か
け
声
が
と

ぶ
な
ど
、
大
串
一
体
と
な
っ
て
の
練
習

が
続
い
て
い
ま
し
た
、

新
町
チ
ー
ム
が
優
勝

第
4
回
婦
人
パ
レ
ボ
ー
ル
大
会

5
月
9
日
快
昭
の
遠
賀
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
第
4
回
大
会
が
朔
施
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
各
区
よ
り
1
2
チ
ー

ム
が
参
加
し
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
け
ち
れ

た
結
果
新
町
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
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我
が
町
の
ク
ラ
ブ
紹
介
　
㈲

－
　
鬼
津
老
人
ク
ラ
ブ
（
鶴
遊
会
）
　
－

鬼
津
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
井
口

守
氏
を
会
長
に
、
会
員
は
8
8
人
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
出
席
率
の

向
上
と
有
意
韻
な
ク
ラ
ブ
作
り
を
目

標
に
、
ま
づ
運
営
委
員
会
を
設
け
、

行
謡
計
面
等
を
検
討
し
運
営
の
円
滑

気
あ
い
あ
い
我
を
忘
れ
て
楽
し
い
び

と
時
を
過
し
て
い
ま
す
。

又
、
社
会
に
対
す
ろ
奉
仕
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
井
口
会
長
の
畑
を
閲

放
し
て
会
員
全
員
の
強
壮
に
よ
り
、

枝
豆
大
豆
、
さ
つ
ま
半
を
栽
培
、
収

筑
豊
地
区
老
人
ホ
ー
ム

交
歓
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

6
月
1
9
日
午
前
1
0
時
0
0
分
か
ら
面
方

南
民
会
館
で
、
筑
豊
地
区
の
1
9
の
老
人

消

防

l

1

9

コ

ー

ナ

ー

ー
　
気
象
と
火
災
に
つ
い
て
　
－

を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
月

1
8
日
を
例
会
日

と
し
て
定
め
、

更
に
5
0
年
度
か

ら
は
例
会
に
倒

せ
て
誕
生
会
を

実
施
し
、
会
員

相
互
に
祝
福
し

て
い
ま
す
。
例

会
期
日
を
一
定

し
た
こ
と
は
、

老
人
に
と
っ
て

も
又
家
族
に
と

っ
て
も
毎
月
1
8

磯
期
に
は
、
山

び
こ
保
育
園
、

遠
賀
中
央
幼
稚

園
の
園
児
を
招

待
し
て
、
老
人

と
幼
児
た
ち
が

一
緒
に
な
っ
て

枝
豆
ち
ぎ
り
や

イ
モ
は
り
を
実

施
し
て
い
ま
す

が
、
園
児
た
ち

が
蕾
々
と
し
て

イ
モ
は
り
に
興

じ
て
い
る
姿
に

会
員
も
よ
ろ
こ

火
災
は
気
象
条
件
に
よ
り
大
き
く
影

響
を
う
け
ま
す
。

た
と
え
ば
、
湿
度
が
下
る
と
物
が
乾

燥
し
て
燃
え
や
す
く
な
り
火
災
の
発
生

率
も
高
く
な
っ
て
き
ま
す
。
消
防
署
で

は
気
象
条
件
が
火
災
に
な
り
や
す
い
基

部
に
遷
し
た
時
は
、
火
災
欝
報
を
発
令

し
、
火
の
使
用
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

火
災
鸞
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、

次
の
制
限
を
守
り
あ
な
た
の
周
囲
か
ら

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

）
つ
o

〟
火
災
警
報
発
令
中
の

火
の
使
用
制
限
〟

▼
山
林
、
原
野
等
に
火
入
れ
を
し
な
い

▼
屋
外
で
火
遊
び
・
た
き
火
を
し
な
い

▼
塵
外
に
お
い
て
は
引
火
性
又
は
爆
発

性
の
物
品
そ
の
他
可
燃
物
の
近
く
で

喫
煙
し
な
い
。

▼
残
火
、
取
灰
又
は
火
粉
を
始
末
す
る

▼
屋
内
に
お
い
て
採
火
を
使
用
す
る
時

は
、
山
入
口
等
を
閉
じ
て
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

幸
せ
を
明
日
に
つ
な
ぐ

火
の
始
末

遠
賀
郡
内
火
災
救
急
発
生
状
況
∧
5
1
年
1
月
～
4
月
∨

一
馴
工
作
一
水
叢
一
萱
町
一
間
誇

火

　

災

　

M

　

　

6

　

一

　

1

〇

　

一

　

8

急

一

朗

　

肌

　

8

1

一

6

6

日
は
例
会
日
と
い
う
認
識
が
で
き
、

又
誕
生
会
も
出
席
率
の
向
上
に
効
果

的
で
す
。
例
会
当
日
は
マ
イ
ク
を
通

し
て
民
謡
等
を
流
し
て
心
理
面
か
ら

も
出
席
を
促
し
て
お
り
、
現
在
で
は

出
席
率
0
0
％
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
内
容
面
と
し
て
は
例
会
日
に

は
、
レ
ク
り
ノ
エ
ー
シ
∋
ン
と
し
て
民

蹄
や
ダ
ン
ス
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
会
員
相
互
の
融
和
と

健
康
増
進
の
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ

り
、
約
半
数
の
会
員
が
参
加
し
、
和

ぴ
を
感
じ
ろ
と
共
に
生
甲
斐
を
感
じ

て
い
ま
す
。
学
習
面
で
は
主
と
し
て

健
康
管
理
に
つ
い
て
町
社
会
教
育
課

か
ら
の
ス
ラ
イ
ド
等
に
よ
り
学
習
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
年
に
2
～
3

回
は
遠
賀
老
人
憩
の
家
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
3
月
の
彼
岸
に
は
、

会
員
物
故
者
の
慰
惑
祭
を
行
い
亡
き

会
員
の
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
現

在
会
員
は
例
会
日
が
待
ち
遜
し
い
種

楽
し
み
に
な
っ
た
こ
と
を
関
係
者
一

同
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
に
よ
る
交
歓
大
会
が
開
催
さ
れ

ます。こ
の
催
し
は
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
が
笹
日
を
楽
し

く
、
そ
し
て
生
甲
斐
を
見
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
別
府
に
あ
る
遠
賀
静
光
圏
で
も
こ

の
行
撃
に
参
加
す
る
た
め
、
約
1
0
名
産

の
お
年
寄
り
が
、
「
五
木
の
子
守
唄
」

と
「
お
よ
げ
鯛
や
き
君
」
の
踊
り
の
特

訓
中
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

滞
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
制
度
は
、
餞
を
と
っ
た
り
、
け
が
や
病
気
で
一
定
の
障
害
が
残
っ
た

り
、
夫
と
死
別
し
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
支
給
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

老
齢
年
金
や
障
害
年
金
、
母
子
年
金
等
を
受
け
る
た
め
に
は
、
被
保
険
者
期
間

（
二
十
餞
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
）
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
納
付
義
務
が
あ
り

ます。保
険
料
の
わ
ず
か
な
滞
納
の
た
め
に
陣
薯
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
、
ひ
い
て
は
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
は
決
め
ら
れ
た
納
付
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
ー
つ
。
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中央公民館・教育委員会の電話番号は（3）13551－356

今
月
の
税
金

町
県
民
税
　
　
1
期
分

納
期
限
　
6
月
2
5
日
ま
で

国
民
年
金
　
　
1
期
分

納
期
限
　
6
月
2
5
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

乳
幼
児
、
重
度
心
身
障
害

者
、
老
人
医
療
証
更
新
の

お
知
ら
せ

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
医
轍
証
は
、

6
月
0
0
臼
で
有
効
期
限
が
き
れ
ま
す
の

で
、
7
月
1
日
よ
り
新
し
い
医
嬢
託
で

な
け
れ
ば
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
医
頼
証
の
交
付
日
程
は
左
記
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新
手
続

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
行
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
新
規
に
資
格
の
で
き
た
人
も

由
詰
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

▼
持
参
品
　
印
鑑
、
保
険
証

現
在
の
医
療
証

▼
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場

▼
日
時
及
び
該
当
地
区

※
乳
幼
児
、
重
虚
心
身
障
害
者

6
月
2
6
日
　
8
時
0
0
分
～
1
2
時

千
代
丸
、
島
津
、
若
松
、
鬼
津
、

今
古
賀
、
尾
崎
、
別
府
、
新
町

6
月
2
8
日
　
8
時
3
0
分
～
1
2
時

遠
賀
川
、
東
町
、
西
町
、
浅
木
、

木
守
、
老
良

6
月
2
8
日
　
1
3
時
～
1
7
時

松
ノ
本
、
上
別
府
、
若
薬
台
、

虫
生
津
、
旧
侍
、
道
管
、
広
渡

※
老
　
人

6
月
約
日
　
8
時
0
0
分
～
1
2
時

島
津
、
薯
松
、
鬼
津
、
尾
崎
、

別
府
、
千
代
丸

6
月
2
9
日
　
1
3
時
～
1
7
時

旧
偉
、
広
陵
、
道
管
、
今
古
賀
、

遠
賀
川

6
月
0
0
日
　
8
時
5
0
分
～
1
2
時

上
別
府
、
若
葉
台
、
松
ノ
木
、

老
良
、
東
町
、
西
町
、
新
町

6
月
3
0
日
　
1
3
時
～
1
7
時

末
寺
、
浅
木
、
虫
生
滞

今
月
の
走
ろ
う
会

¢麦や．、

▼
日
時
　
6
月
2
0
日
（
日
）

牛
約
9
時
よ
り

▼
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

心
配
ご
と
相
戦

家
庭
の
悩
み
、
交
通
事
故
の
相
談
な

ど
困
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘

密
厳
守
を
い
た
し
ま
す
。

▼
相
談
日
　
毎
月
1
0
日
・
柳
田

午
後
1
時
～
4
時
ま
で

（
当
日
が
日
曜
、
祝
祭
日

の
場
合
は
次
週
の
月
曜
）

▼
場
　
所
　
遠
賀
町
旧
公
民
館

家
事
相
韻
窒

福
岡
家
庭
裁
判
所
小
倉
支
部
で
は
、

家
事
相
談
室
を
も
う
け
て
、
夫
婦
、
親

子
、
扶
蛮
相
続
の
問
題
な
ど
家
庭
内
の

も
め
ご
と
及
び
親
族
間
の
争
い
ご
と
な

ど
に
つ
い
て
、
毎
日
（
日
間
、
祝
日
、

土
曜
の
午
後
を
除
く
。
な
お
、
毎
週
火

曜
と
金
曜
日
は
午
後
6
時
ま
で
）
無
料

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
裔
理
に
応
じ
て
相
談
日
に

審
判
や
調
停
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
便
宜
を
取
り
計
ら
っ
て
い

ます。相
談
の
内
容
や
申
立
さ
れ
た
事
件
に

つ
い
て
は
、
秘
密
が
固
く
守
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
室
を
ご
利

用
下
さ
い
。

▽
福
岡
家
庭
裁
判
所
小
倉
支
那
（
小
倉

北
区
金
田
1
丁
目
4
番
1
号
）

自
衛
官
（
2
種
睦
・
海
・

空
士
）
募
集
中

自
衛
隊
で
は
2
等
陸
・
海
・
空
士
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

▼
年
　
令
　
1
8
歳
～
2
5
歳
ま
で

▼
試
験
科
目
　
中
学
校
卒
薬
種
度
で

国
語
、
数
学
、
社
会
、

身
体
検
査
、
適
性
検
査

口
述
試
験

詳
細
は
役
場
庶
務
課
ま
た
は
芦
屋
募

集
事
務
所
（
遠
賀
郡
芦
屋
町
　
1
4
5

5
）
ま
で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の

撲
滅
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
強
力
な

繁
殖
力
で
、
今
や
町
内
全
域
に
ま
ん
え

ん
し
、
日
本
存
采
の
植
生
を
侵
し
、
環

暁
や
景
観
を
破
壊
す
る
だ
け
で
な
く
、

犯
罪
や
交
通
障
害
等
社
会
問
題
の
原
因

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の

生
態
か
ら
考
え
て
、
生
育
初
期
（
6

月
）
、
開
花
期
（
1
0
月
）
を
中
心
に
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
壊
滅
連
動
を

推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
6
月
1
日
か
ら
6
月
0
0
日
ま
で
を

「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
撲
滅
県
民

遮
動
月
間
」
と
定
め
、
県
民
の
総
力
を

あ
げ
て
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
撲

滅
に
取
り
組
む
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
撲
滅
す

る
た
め
に
は
、
一
地
域
で
の
部
分
的
な

除
去
対
策
の
み
で
は
、
十
分
そ
の
効
果

を
あ
げ
ろ
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
県
民

総
ぐ
る
み
で
根
気
よ
く
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
撲
滅
県
民

運
動
月
間
を
契
機
と
し
て
か
明
る
い
生

活
課
魂
〟
を
つ
く
る
た
め
皆
さ
ん
方
の

積
極
的
な
協
力
を
お
頭
い
し
ま
す
。

水
道
工
事
当
番
店
（
6
月
分
）

▽
高
崎
工
務
店
　
砥
話
㈲
1
6
2
5

1
・
5
・
9
・
1
3
・
1
7
・
2
1
・
2
5
・

2
9
日

▽
佐
伯
工
務
店
　
懇
話
㈲
0
1
1
0

2
・
6
・
1
0
・
1
4
・
1
8
・
2
2
・
鈴
・

0

1

▽
水
谷
工
務
店

悪
筆
局
一
〇
。
2
2
禁
駕

3
・
7
・
n
・
1
5
・
1
9
・
2
3
・
2
7
日

▽
福
田
工
務
店
∴
砥
藷
商
0
1
6
8

4
・
8
・
1
2
・
1
6
・
2
0
・
2
4
・
2
8
日

寄
付
の
お
礼

遠
賀
町
婦
人
会
よ
り
中
央
公
民
館
に

こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
こ
の
資
金
で

次
の
品
物
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

した。特
殊
ミ
シ
ン
　
　
1
台

砥
縫
ミ
シ
ン
　
　
4
台

冷
蔵
戯
　
　
　
　
l
台


